
社 会との 信 頼 関 係を構 築し 、
地 域に資する活 動を

社会の皆様とともに

　雪印メグミルクグループは社会の一員として、事業活動を通じて社会とよりよい
適合を図っています。
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北海道包括連携協定

　雪印メグミルク、雪印種苗（株）、（株）雪印パーラーは、
北海道と包括連携協定を締結し、乳製品製造で培った技
術を活かして、ともに北海道の経済活性化に取り組んで
きました（2007年締結）。

	 雪印メグミルクスキー部の創部 70 周年ファン感謝イベントで、	
ジャンパーを模した氷のオブジェを囲んで、ファンの皆様と選手が交流しました。

具体的な取組み事項
・「酪農」の振興に関する事項
・「食」の安全・安心、産消協働※に関する事項
・子育てや健康づくりに関する事項
・北海道の魅力ある「観光」の振興に関する事項　など
※地域の消費者と生産者が連携し、地元の資源や生産物を地元で消費・活用
することにより、域内循環（人、もの、お金の流れ）を高めて地域経済の活
性化を図る運動。

赤れんが庁舎前庭での花壇設置（雪印種苗）
　「北海道庁赤れんが庁舎」は、北海道を代表する観光ス
ポットです。雪印種苗（株）が中心となって毎年、市内の幼
稚園児とともに苗の植え込み作業を実施し、北海道らしさ
をイメージした花壇を赤れんが庁舎前庭に造成しています。

北海道地域での活動

北海道庁赤れんが庁舎の花壇

園児たちの作業風景
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　2007年10月、雪印メグミルクグ
ループ様と包括連携協定を締結し
て以来、「酪農」や「食」のみならず、
「子育て」や「観光」など広範囲にわ
たる活動を進め、今年で10年目を
迎えます。
　毎年、赤れんが庁舎前庭に設置し

ていただく花壇は、多くの観光客の皆様に、記念撮影スポット
として大変愛されています。特に昨年は新しい北海道のキャ
ッチフレーズ「その先の、道へ。北海道」の看板を設置してい
ただき、道内外へのPRに大いにつながりました。
　これからも、“その先の、道へ。”へ向かって、お互いのも
つ資源やノウハウを活かし、さらに連携を深めながら、協働し
て取り組んでいけるよう、ご協力お願いいたします。

工場の壁面をいろどるイルミネーション

クリスマスイベントを通じて地域社会とのきずなを深めています（磯分内工場）

　12月、磯分内工場では
工場で生産した生クリーム
を使って地元のケーキ屋さ
んに作っていただいたケー
キを、サンタに扮した工場

長が近隣の保育園と小学校に無償で配布しました。また、
クリスマスケーキ教室への生クリームを無償提供したり、
工場壁面を使用したクリスマスツリーを模したLEDイルミ
ネーションを飾り、近隣住民と点灯式を行うなど、地域と
のふれあいを深める活動を行いました。

地域の方々とのふれあい
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さっぽろまちづくりパートナー協定

　2012年に、「健やかな子どもの成長のためのまちづくり」に取り組むパートナーとして、
札幌市と雪印メグミルクは、「さっぽろまちづくりパートナー協定」を締結しました。協定
の柱「さぽーとほっと基金」への協力として、2016年も「酪農と乳の歴史館」の入館者
「1人につき10円」を寄付し、札幌市の板垣副市長より感謝状が贈られました。

北海道総合政策部知事室	
広報広聴課　広報担当課長

篠 原  結 城 子 様

講師を派遣し、2016年は大野農業高校、中
標津農業高校でチーズ製造に関する特別授
業を実施。他に、チーズ工房を対象として
自社施設の提供と特別講習を実施しました。

職業実習体験（インターンシップ）による学生就職支援を行っています
（豊橋工場、大樹工場、いばらく乳業）

　豊橋工場、大樹工場、いばらく乳業（株）では、地元の高
校生の今後の進路を考えるきっかけ作り、社会人としての

マナー習得を目的として、数日間、原料受け入れや製造の
実習を体験していただきました。

教育事業への参画や協賛
　雪印メグミルクは、道内
小学校での食育授業や、
農業高校やチーズ工房で
のナチュラルチーズ製造
研修を実施しました。ま
た、北海道農政部の所管
事業である「ホッカイドウ
競馬」振興をはじめ、協賛活動も積極的に行っています。

北海道HACCP認証取得
　雪印メグミルク（大樹工場、なかしべつ工場、興部工場）
は、「北海道HACCP	自主衛生管理認証制度」の認証取得・
更新により、道産食品としての安全
性確保と信頼性向上を図るとともに、
制度の普及に努めています。なお、
（株）雪印パーラーでも、HACCPに
基づいた衛生管理を導入しています。
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平 昌オリンピック出 場を目指して 、日々努 力を続けています 。
皆 様 の 応 援に応えられる選 手になります 。

雪印メグミルク株式会社　北海道統括支店　北海道スキー部

小 林  潤 志 郎（ 左 ）、伊 東  大 貴（ 右 ）よりよい未 来 へ
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雪印メグミルクスキー部は、2016年に創立70周年を迎えました。
これを記念して、改めてその歴史を振り返るとともに、これまでの	
応援に感謝し、各種企画を開催しました。
これからも雪印メグミルクは、スキージャンプをはじめとするスポー
ツの振興を通じて、社会に貢献してまいります。

ファンとの交流

　9月には、都内ホテルにて「創部70周年
ファン感謝イベント」を開催。スキー部（選
手、監督、コーチ）と、一般公募で招待した
約70名のファンの皆様、約30名の従業
員との対話による交流を行いました。
　会場では、70周年記念ムービーの上
映、選手たちとの記念撮影のほか、雪印メ
グミルク商品を使用したメニューをはじめ
とする料理を囲み、会話が弾みました。

スキー部
創部

1956	落合力松〈宮様大会〉5連覇
1958	〈第一回	雪印杯全日本ジャンプ大会〉開催

1962	菊池定夫13戦12勝（全日本2冠含む）の大偉業達成

1972	青地清二〈札幌五輪〉70m級ジャンプで銅メダル獲得

1998	原田雅彦・岡部孝信・齋藤浩哉〈長野五輪〉国別団体ラージヒルで金メダル獲得
	 原田雅彦〈長野五輪〉個人ラージヒルで銅メダル獲得

2014	伊東大貴・清水礼留飛〈ソチ五輪〉
	 国別団体ラージヒルで銅メダル獲得

　ファンの皆様に直接感謝の気持ちを伝
え、激励の言葉をいただくことが選手た
ちの大きな励みになりました。また、ファ
ンの皆様の幸せそうな様子に、従業員た
ちも雪印メグミルクグループに帰属して
いることの誇りを感じ、これからのCSR
への志を新たにする機会ともなりました。

社内応援団の派遣

　従業員有志による応援団を結成し、「全
日本スキー選手権大会」（11月、長野県
白馬村）へ約80名、「雪印メグミルク杯全
日本ジャンプ大会」（1月、札幌）へ約30

名を派遣しました。スキージャンプを初
めて見た者も多く、その迫力と雪印メグ
ミルク所属選手の活躍に大歓声が上がり
ました。

雪印メグミルク杯
　「雪印メグミルク杯全日本ジャンプ大
会」は、冬の風物詩として1958年にス
タートしました。女子組、ジュニア組、少
年組、成年組と、幅広いジャンパーが参
加し、本大会で好成績を収め世界に羽ば
たいていく選手も多く、「若手ジャンパー
の登竜門」として重視されてきた大会で
もあります。
　1月の第58回大会では、創部70周年
記念ブースを設置し、五輪メダル展示な
どを行うとともに、選手の飛んでいると
きの視線で撮影した映像をVR(バーチャ
ルリアリティ)で体感できるコーナーも用
意し、来場したお客様にお楽しみいただ
きました。

1946

1960

1970

1980

1990

2000

スキー部	
70周年

2016

1949	北海道選手権大会リレー

伊東大貴のジャンプ

菊池定夫のジャンプ

2014	ソチ五輪

1994	原田雅彦・西方仁也・岡部孝信（当時：拓銀）
	 〈リレハンメル五輪〉国別団体ラージヒルで銀メダル獲得

雪印メグミルクスキー部	創部70周年

スポーツ貢献
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レベルの高い試合が繰り広げられました

関西販売本部長より優勝カップを授与

様々な仕 事を通じて識 見を高め 、さらには仲 間とのコミュニケーションを
大 切にして人 望の ある人 間に成 長したい 。

雪印メグミルク株式会社　阿見工場　製造課

稲 益  伸 悟

2社それぞれに農林水産大臣から
感謝状を授与されました

よりよい未 来 へ
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スポーツの楽しさと健康をはぐくむ雪印メグミルクカップ

　5月、「第29回サッカーマガジン雪印メグミルクカップ
全国レディース大会」が長野県菅平高原にて開催されまし
た。本大会は女子サッカーとしては日本最大級の大会で
あり、これまでにも日本代表選手を数多く輩出してきまし
た。今年は昨年よりも多い83チーム（約1,500名）が参加
し、熱戦を繰り広げました。

物資提供〜雪印メグミルク、雪印ビーンスターク

　4月に発生した熊本地震で被災した方々へ、国（農林水
産省）の緊急要請に応じて、日本乳業協会と連携し、雪印
メグミルクから常温保存が可能なLL（ロングライフ）牛乳
を5,760本と、雪印ビーンスターク（株）から育児用粉ミ
ルク640缶をお届けしました。
　また、雪印メグミルクグループ義援金として3,000万
円を寄付しました。

復興支援と災害対策

地域のスポーツ振興を応援しています

　2月に京都府宇治市にて、「雪印メグミルクカップ京都
少年サッカー支部選抜大会（上級の部）」が開催されまし
た。京都府の各支部選抜の小学6年生14チーム（約350
名）が試合に挑み、日ごろの練習の成果を発揮したファイ
ンプレーが多く見られました。会場では厳しい冷え込み
の中、多くの父兄が選手たちにエールを送っていました。
　そのほか、雪印メグミルクの各工場およびいばらく乳業
（株）がバレーボールや野球、パークゴルフなどのスポー
ツ大会を主催し、地域のスポーツ振興に貢献しています。
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雪 印メグミルクの自動 販 売 機 の スペシャリストを目指して頑 張ります 。
自販 機 の 悩 み 相 談 、お伺いします！

株式会社YBS　ビジネスサポート事業部　牛乳販売店サポートグループ

矢 部  太 一

雪印種苗本社での苗づくりの様子植栽交流活動の様子と、東北沿岸でよみがえったハマヒルガオの花

川崎センターに設置されている
災害救援用自販機

1名が逃げ遅れた想定で、従業員による避難誘導や消防への通報、工
場の自衛消防隊と消防署救助隊による合同放水訓練などを行いました。

よりよい未 来 へ
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復興支援（雪印種苗）

工場での地域災害対策（なかしべつ工場、名古屋工場、神戸工場）

　雪印種苗（株）では、2013年より、仙台市沿岸部の植栽
活動を支援しています。東日本大震災後の海辺に蘇りつ

　災害時における避難場所提供、
災害応急用井戸水や物資の供給、
被害軽減への協力など、地域の
ニーズに合わせて各工場で協定を
締結しています。

災害救援用自販機（エスアイシステム）

　（株）エスアイシステムは、災害救援用自動販売機を共
同配送センターに12台設置しています。簡単な操作で機
内の商品を取り出せる機能で、災害発生などの緊急事態

つある砂浜植物の種を採種し、自社で苗まで育てた後再
び現地に植栽し、“里浜”の自然環境を取り戻す活動を行っ
ています。この方法は、広
域ネットワークを用いて里
浜を保全・再生する手法の
ひとつとして、復興工事用
地の跡地の生態系保全にも
活用されています。

出演者との記念写真撮影も行い、子供
たちは目を輝かせていました。夏休み
の楽しい思い出づくりにお役に立てた
ことが、スタッフ一同、何よりの喜び
です。

雪印メグミルク　夏休みファミリーミュージカル

文化振興の活動

　今回は従来よりも公演回数を1回増やして4回公演とし、
合計約2,600名のお客様が来場され、会場は熱気に包ま
れました。
32 年間続くミュージカル、2016 年も

約2,600名が夢と感動に包まれました

　8月、夏休みイベント「雪印メグミルク　夏休みファミ
リーミュージカル」を開催しました。子供たちの身体の健
康のみでなく、心のすこやかな成長にも貢献したいとい

う願いから、1985年より毎
年大阪で続けている社会貢
献活動です。
　今回は従来よりも公演回
数を1回増やして4回公演と
し、合計約2,600名のお客
様が来場され、会場は熱気
に包まれました。

に停電が起きた場合でも、近隣企業や
住民の皆様へ飲料を配布することが可
能です。

　3月、神戸工場は、神戸西消防署と合同で特殊災害対応訓練を実施しました。協力会
社を含め雪印メグミルク側から68名、消防署から27名と、消防車両4台が参加し、近

隣の防災福祉コミュニティからも見学者が訪れました。
合同訓練は、工場の防火防災活動を見直す良い機会と
とらえ、これからも積極的に参加してまいります。
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現 在 行っている母 乳 調 査 の 結 果を活かし 、赤ちゃんとお母さんに一 番
母 乳に近いミルクを届けたい！

雪印ビーンスターク株式会社　商品開発部　シーズ研究グループ

小 林  俊 二 郎よりよい未 来 へ
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6次産業化支援活動（ニチラク機械）

大学でのチーズ講座（チェスコ）

　ニチラク機械（株）は、牛乳・乳製品をはじめとする食品
製造機器の製造およびプラントエンジニアリングを行う会
社です。
　昨今、「六次産業化法」の施行（2011年）により、小規模
の酪農家が生乳生産から加工までを行い、最終商品を作
って販売することが奨励されています。牛乳・乳製品の
需要拡大による間接的な酪農への貢献とともに、酪農家
や教育・研究機関への「チーズを代表する乳製品の製造

　6月、東京農業大学「食と農」の博物館において、「NPO
法人良い食材を伝える会」が主催する公開講座が行われ、
チェスコ（株）の技術顧問が「国産チーズ、今むかし」と題し、
受講者30名に、日本人のチーズ受容の歴史、日本人の嗜
好の特徴、国産チーズのおいしさなどについて、小淵沢
チーズ工房（雪印メグミルク	チーズ研究所）のチーズの試
食を含めて90分の講演を行いました。

技術」を提供することも大きな貢献と考え、ニチラク機械
（株）はこうした酪農家に対して、小型チーズバットなどの
製造機器の提供や技術指導を行っています。お客様のご
要望を聞き、関連法規も踏まえながら全体プランを提案
することから始まり、設計、施工、試運転に加え、製造作
業の現場指導までをセットで提供しています。経験豊富
なシニア人材を筆頭に、技術相談に対応できる体制を整
え、全国のチーズ工房や酪農家・酪農団体の皆様へ継続
的な支援を行っています。

チーズ製造研修での指導の様子 ニチラク機械の手掛けた小規模チーズ製造室

知識･ 技術の社会還元

6 次産業化関連のプラント受注件数

2016 年度11 件

　今回は従来よりも公演回数を1回増やして4回公演とし、
合計約2,600名のお客様が来場され、会場は熱気に包ま
れました。

小型チーズバットを使用したチーズ製造研修を全国で実施

2016 年度12ヶ所で17回開催
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責 任ある経 営と
ステークホルダ ー からの
信 頼 の ために

コーポレート・ガバナンス

4 7

　「雪印メグミルクグループ行動規範」は、雪印メグミルク
グループが社会的責任を果たしていく上での行動の基本
を示したものです。また、行動規範を具体的にして、遵守
すべき事項を取りまとめたものが、雪印メグミルクグルー

私たち、雪印メグミルクグループは、社会に対して果たしていくべき自らの責任を自覚し、
社会とともに成長していくことができるように、以下の通り行動いたします。

●	 私たちを取りまく全ての人たちの気持ちを大切
にし､誰からも信頼されるように行動します。

●	 品質管理を徹底し､安全で良質な商品･サービス
を提供します。

●	 コンプライアンスを徹底し､公正で透明性のある
企業活動を行います。

●	 会社の財産および情報の保全･管理を徹底すると
ともに第三者の権利を尊重します。

●	 企業活動を通して､ 社会貢献と環境保全に取り	
組みます。

●	 自由と革新にあふれた企業風土を構築し､安全で
働きがいのある職場環境をつくります。

雪印メグミルクグループ行動規範

プの各社が制定した自主行動基準です。雪印メグミルク
グループの全役員・従業員は行動規範と自主行動基準を
すべての活動の基本としています。

雪印メグミルクグループ行動規範および行動基準
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2014年、2016年に発行した
社史に、2つの事件の詳細を記
載しています。

4 8

雪印乳業食中毒事件
　雪印乳業（株）大阪工場製造の低脂肪乳などにより発生
した食中毒事件。2000年6月27日、大阪市保健所に最
初の食中毒患者のお申し出がありました。調査の結果、
雪印乳業（株）大樹工場で発生した停電事故により、製造
された脱脂粉乳が汚染され、それを原材料として製造し
た脱脂粉乳を大阪工場で低脂肪乳などの原料として使用
していたことが分かりました。その脱脂粉乳に黄色ブドウ
球菌が産生する毒素（エンテロトキシン）が含まれていた
ことが原因でした。雪印乳業（株）は事件直後の対応に手
間取り、商品の回収やお客様・消費者への告知に時間を
要したため、被害は13,420人に及びました。この事件に
よって、社会に牛乳・乳製品をはじめとする加工食品の製
造に不信と不安を抱かせるだけでなく、乳等省令につい
ての乳業界の解釈と社会の理解との乖離が明らかになる
など、社会に対して大きな影響を与えました。

　「雪印乳業食中毒事件」と「雪印食品牛肉偽装事件」を風
化させることなく教訓とし、食に携わるものとしての責任
を強く認識するための活動を、2つの事件が発生した6月
と1月に毎年実施しています。
　6月には、近畿圏の得意先担当者、大樹工場の酪農担
当者などが当時の経験談を語る、パネルディスカッション
を実施しました。1月には、「人と組織と社会の幸せを実
現する倫理」と題し、東京工業大学の札野教授に講演いた
だきました。

2つの事件

食の責任を強く認識し、果たしていくことを誓う日の活動
〜雪印の事件を風化させない〜

雪印食品牛肉偽装事件
　雪印乳業（株）の子会社であった雪印食品（株）が、国の
BSE対策事業を悪用し、安価な輸入牛肉を国産牛肉と偽っ
て申請し、交付金を不正に受給した詐欺事件。2002年1
月23日の新聞報道で表面化しました。背景には、前年の
BSE牛発生に伴い、食肉業界全体で消費者の牛肉買い控
えによる大量の在庫を抱えるという状況がありましたが、
最大の原因は、企業倫理に反した当事者の考えや上司の
指示が根底にあったことです。事件発覚から3ヵ月後の
2002年4月末に、雪印食品（株）は解散するに至りました。

食の責任を強く認識し、果たしていくことを誓う日の活動

2004 年からスタートして13年、

27 回目

全国のCSRリーダー、グループ会社および本社の役員を中心に230名が参加し、意見交換しました。
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コツコツと知 識と技 術を磨き続けて 、製 造 部 門からも品 質 部 門からも
頼られる品 質 の プロでありたいです！

雪印メグミルク株式会社　福岡工場　品質管理課

中 村  湧よりよい未 来 へ

4 9

　雪印メグミルクでは、企業の社会的責任について理解
を深め、行動につなげていく話し合いの時間として、「CSR
グループ活動」を2003年から続けています。職場単位で
毎月実施され、雇用形態に関わらず、全従業員が参加し
ています。
　行動基準の読み合わせを毎回行い、コンプライアンス
意識の強化を図るほか、企業理念の理解、職場でのCSR
推進といった月ごとのテーマについて話し合っています。
　「雪印乳業食中毒事件」と「雪印食品牛肉偽装事件」が発
生した6月と1月には、原因や経緯を振り返り、当時の報
道映像を視聴することで、食に携わる者としての責任感と
倫理観を新たにしています。

代表取締役3名の宣誓書

　雪印メグミルクの全役員・従業員は、「雪印メグミルク行
動基準」を遵守する意思表示として、毎年10月に宣誓書に
署名し、社長に提出しています。社長も署名を行い、CSR
担当役員に提出します。

CSRグループ活動

宣誓書の提出

CSRグループ活動

2003 年からスタートして14 年目

事件後に入社した従業員が過半数を超えた今、全社統一の
活動としてますます貴重な機会となっています。

コンプライアンス研修でのグループ討議（いばらく乳業）

　多様な価値観や異なる意見に耳を傾けることの実践や、
職位や立場を超えた交流といった副次的な効果もあり、
日常の業務とは違った、組織活性に有効な場としても機能
しています。
　また、グループ会社でも、コンプライアンスを中心に各
社の必要性と課題認識に合わせて独自で企画した活動を
行っています。
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	コーポレート・ガバナンスに関する報告書
　国内証券取引所の規則に従い作成している雪印メグ
ミルクのガバナンス全般にかかる報告書で、「コーポレー
トガバナンス・コード」の各原則に対応した形で、雪印メ
グミルクのコーポレート・ガバナンスの体制、対応状況
などを記載しています。

コーポレート・ガバナンスに関する基本方針
http://www.meg-snow.com/ir/governance/WEB

コーポレート・ガバナンスに関する報告書
http://www.meg-snow.com/ir/governance/pdf/governance.pdfWEB

取締役会

コーポレート・ガバナンス体制図

監
査
等
委
員
会

監
査
等
委
員
会
室

会
計
監
査
人	（
監
査
法
人
）

株主総会

グループ会社

内部監査部門

担当役員

経営執行会議

担当役員

社内各部門

CSR委員会

2017年3月31日現在

グループ社長会

代表取締役

考えをしっかり行 動に移 せ 、職 場 内で頼られる存 在 。ど んなことも笑 顔
で乗り越えられる人 間になりたい 。

みちのくミルク株式会社　本社工場　製造課

山田  亮

企業倫理委員会
品質部会
消費者部会
表示部会

選任・解任 選任・解任 報告・意見陳述

会計監査

調査

補助

内部監査指導・監督会計監査
連携

監査・監督

内部監査 報告

指揮・命令

選定・監督重要な業務執行の決定の委任 付議・報告

報告監督

指揮・命令 指揮・命令

報告報告指揮・命令報告品質部会
監査

選任

提言・勧告
実施状況検証

連携

付議・報告

グループ監査役会

よりよい未 来 へ

5 0

基本的な考え方

　雪印メグミルクは、経営における透明性の確保と社外か
らの監視機能の強化、市場の変化に即応できる経営体制
の確立を柱に企業価値を向上させていくことをコーポレー
ト・ガバナンスの基本方針としております。
　この基本方針に基づき、コーポレート・ガバナンスの強
化に積極的に取り組み、株主の皆様をはじめとした全ての
ステークホルダーに対する責任を全うしていきます。
　なお、雪印メグミルクは取締役会の監督機能の強化お
よび業務執行の機動性向上を目的に、監査等委員会設置
会社を採用しております。

コーポレート・ガバナンス体制
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危機管理体制（品質事故対応）

お客様からのお申し出
または品質苦情

工場や流通（店舗）における
品質事故、商品トラブルなど

お客様センター

品質保証部
品質事故重大化予測

健康危害、法令違反、拡大可能性

重大化する可能性がない場合

品質事故対策本部の設置 （告知回収の意思決定）

苦情情報

説明報告ご連絡

苦情情報

重大化する可能性がある場合

招集

社長 品質保証部長

緊急品質委員会

告知回収の必要性

5 1

CSR推進体制図

各社、自主計画に基づきCSR活動を実施
各CSR
リーダー

［	社外の目	］

答申・提言 諮問

報告

推進支援

グループ16社 CSRグループ

グループごとにCSRリーダーを中心に活動

CSR委員会
委員長：社長
事務局：CSR部

1	CSRの推進体制に関する事項
2	CSRの活動目標に関する事項
3	CSR活動の取組み状況の進捗管理
4	その他CSRに関する事項

CSR委員会協議事項

企業倫理委員会

取締役会

CSRグループ／66グループ

　雪印メグミルクは、商品の事故に迅速・適切に対応する
ために、危機管理体制を構築しています。
　日々のお客様からのお申し出から入手された商品の品
質に関わる情報や、工場・店舗からの苦情情報は、品質保
証部に伝えられます。健康危害、法令違反、事故拡大など
重大化する可能性があると判断された場合には、緊急品
質委員会を開催し、事実関係を調査把握し、速やかに必要
な対応を講じます。委員会での検討の結果、新聞などへ
の告知回収など、会社経営上の速やかな決断が必要な場
合は、社長を対策本部長とする品質事故対策本部を設置し、
対応します。
　また、雪印メグミルクは、グループ全社のリスクとトラブ
ルの管理および対応を行うために、社長、副社長、監査等
委員、総務、品質保証、CSR、広報IR、人事の担当役員お
よび担当部署の長をメンバーとする「リスク連絡会」を原則
毎週、本社で開催しています。商品の品質以外も含めた広
範なトラブル、リスク案件について、情報の迅速な共有化
を図るとともに、リスク案件への対応のチェックを行います。

　雪印メグミルクグループでは、CSR
を推進するための経営レベルのガバ
ナンスとして、「CSR委員会」を設置し
ています。社長が委員長を務め、全
常勤取締役およびCSR部長を委員と
し、原則年2回開催しています。

ＣＳＲ推進体制

危機管理体制

各部署に配置されている
CSRリーダーが、

CSR活動を推進しています。
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5 2

諮問に対する提言と2016年度の主な取組み

お客様モニター

イントラネット「お客様の声」

CSR活動報告書2016

PAGE
6 3

第8期企業倫理委員会・
専門部会委員一覧

企業倫理委員会
　企業倫理委員会は、取締役会の諮問機関として2002
年に設立され、社外有識者、労働組合代表および社内委
員によって構成されています。定例委員会を毎月開催し、
経営全般に対する「社外の目」による提言と検証を行い、
企業活動に活かしています。

諮問内容1　消費者重視経営に関すること

提言 取組み

1.	重要なステークホルダーである消費者との対話	
（ダイアログ）の場を充実させましょう。

・企業倫理委員会消費者部会（P.54）
・お客様モニター（P.24）

2.	引き続き、消費者の声・意見・要望を傾聴し、誠実
に応えていきましょう。

・	お客様満足向上ミーティング（P.26）
・	お客様モニター、消費者部会で	
いただいたご意見を社内へ共有
（P.24、P.54）
・	読者アンケート結果を反映した
「CSR活動報告書2016」の発行
・	SNSサイト（Facebook公式ペー
ジ）での情報発信
・	ホームページデザイン改訂による
利便性向上と「よくいただくご質
問」の充実
・	お客様の声にお応えした事例を
ホームページなどで開示

3.	商品の表示や広告などでは、消費者が求める情報、
消費者に伝えるべき情報を適切に判断し、消費者に
誤認や誤解を与えないよう、正確に表現しましょう。

・	企業倫理委員会消費者部会、表示
部会（P.54）
・リーガルチェック体制（P.54）
・	お客様センターにいただいたご
意見を社内イントラネット「お客様
の声」で共有
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5 3

諮問内容3　企業風土および組織・人材の活性化に関すること

提言 取組み

1.	社内のコミュニケーションを深めるように意識し、
工夫しましょう。

・役員と従業員の対話（「役員キャラバン」の実施、研修での意見交換）
・	「	チームワーク強化費用」により、部署内の円滑なコミュニケーション醸
成を支援

2.	一人ひとりが積極的かつ責任を持った行動に努め、
明るく活力のある職場をつくっていきましょう。

・労働生産性の向上と業務改革（P.58）

3.	すべての従業員が生き生きと活躍できるよう環境
を整備し、ダイバーシティを推進していきましょう。

・女性活躍推進（P.55）
・人材育成（P.59）
・多様な人材の就労環境の整備（P.57）

諮問内容4　その他、CSRの3つの側面（経済・環境・社会）に関すること

提言 取組み

全役員・従業員が雪印メグミルクグループ企業理念
の実現と、CSRの確立に向け、行動していきましょう。

・CSRグループ活動（P.49）

CSRグループ活動

	企業倫理委員会　定例報告事項
・CSR委員会、専門部会、お客様モニター実施内容
・苦情分析対応
・広報概況（情報発信内容、お客様センター入電概要、マスコミ報道概況）
・CSRグループ活動実施内容
・ホットラインの通報および対応の状況

諮問内容2　「食の安全・安心（品質管理）」「企業倫理（コンプライアンス）」の徹底に関すること

提言 取組み

1.	従業員一人ひとりの製造技術、保全技術、衛生管
理、検査分析技術のレベルアップのため、工場で
の後継者育成を見据えた教育・研修を充実させま
しょう。

・工場従業員を対象とした衛生教育
・各技術ごとの研修体系に沿った研修

2.	品質トラブルおよび品質苦情を従業員で共有し、
製造工程における品質課題の解決に向けて、効果
的な対策を推進しましょう。

・企業倫理委員会品質部会（P.54）
・	品質トラブルの原因・対策事例、品質課題の進捗などの情報を工場間	
で共有

3.	5S※は品質管理の基本であり、5Sガイドラインの
内容にそった活動を全員参加で継続して取り組み
ましょう。

※	整理・整頓・清掃・清潔・しつけの頭文字

・新たな5S基準を用い、工場による自主点検を本社スタッフがサポート
・	品質部会で指摘された事項の改善状況や、委託先の5Sを品質保証部監	
査で確認

4.	「雪印メグミルク行動基準」について、全役員・従業
　員が理解を深め、実践していきましょう。

・CSRグループ活動（P.49）
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5 4

　雪印メグミルクは、CSR経営のベースであるコンプラ
イアンスを徹底するため、また、会社の重要な資産である
知的財産を保護し、他者の知的財産権を尊重するため、
リーガルチェック体制を整えています。
　そのため、社内システムを構築し、表示関連法規や景品
表示法、知的財産関連法規などの各法令の担当部署が、

迅速かつ確実に商品パッケージ表示や広告宣伝物の確認
作業を行えるようにしています。
　また、個人情報の取扱いについても、「個人情報保護方
針」および社内ガイドラインに則り、紛失や改ざん、漏え
いなどを防止し、適切に管理する体制を整備しています。

法令チェック体制

専門部会

　企業倫理委員会は、毎月の定例委員会のほかに、3つの専門部会での活動を行っています。

消費者部会
　消費者団体の代表者や消費者問題に関する有識者の皆様に雪印メ
グミルクグループの取組みを紹介し、消費者視点での評価と意見をい
ただいています。
　2016年度は、関東、関西で計4回実施しました。
関東では阿見工場の新しい見学施設（P.24）をご覧
いただいたあと、「当社が社会の課題にいかに対応
できるか」というテーマで意見交換しました。また
関西では、食育活動やお客様対応についてご意見
を頂戴しました。

品質部会
　工場の品質管理向上のため、品質・衛生管理の専門家である社外委
員が工場での監査や意見交換を行っています。指摘事項に対して、工
場は改善策を立案・実施し、企業倫理委員会へ報告します。
　2016年度は、全国11工場にて監査を実施しました。

PAGE
6 3

第8期企業倫理委員会・
専門部会委員一覧

表示部会
　消費者にとって重要な情報源である商品パッケージ表示に関して、
雪印メグミルクの自主基準との整合性や、誤認・誤解を与えない親切
な表示かどうか、消費者視点に立ち厳しいチェックを行っています。
　また、社会のトレンドにも留意しながら、必要に応じて自主基準の見
直しも行っています。
　2016年度は、8回の部会を開催しました。

PAGE
6 3

企業倫理委員会消費者 
部会に参加いただいている

主な団体一覧
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人材の多様性確保と働きやすい環境の整備

そ れ ぞ れ の 個 性 が 創りあげる
価 値を力に

5 5

雪印メグミルクグループ　「女性活躍推進」宣言

女性活躍推進

「女性活躍」を企業戦略として推進します。

　社会の環境変化に伴い、食品市場においては、
あらゆる年齢・ライフステージにある多様な、変
化し続けるニーズ・価値観をスピーディに捕まえ
ていくことが求められています。食品市場に向き
合い、「消費者重視経営の実践」を実現していくた
めには、女性社員の力を活かすことが不可欠です。
雪印メグミルクグループは、「人材の多様性の確
保」の中で中核となる「女性活躍」を企業戦略とし
て推進します。

　雪印メグミルクグループは、性別、年齢、国籍、価値観など様々な背景を持つ人が、それぞれの多様性・個性を認め、
尊重し合い、それを活かしながら、相乗効果（シナジー）を発揮し、活力ある、生産性の高い、成長し続ける組織へと、変わ
っていかねばなりません。現在、人材の多様性確保の中核に女性活躍推進を位置づけ、能力を発揮するための環境づく
りに積極的に取り組んでいます。

長時間労働を是正し、ワーク・
ライフ・バランスを実現できる
環境を整えます。

　長時間労働を前提とする働き
方は、女性社員に限らず育児、介
護を抱える社員にとって大きな負
担となっています。労働生産性を
向上させ、仕事上の責任を果たし
ながら、一人ひとりがワーク・ラ
イフ・バランスを実現できる環境
を整えます。

女性社員が主体的に行動し、
影響力を発揮できる会社に	
変えていきます。

　「女性活躍」の阻害要因となって
いる性別役割分担意識などを変
革し、女性社員が、結婚、出産、育
児などのライフイベントを乗り越
えて、意欲と能力に応じて様々な
業務で活躍できるように取り組み
ます。そして、女性社員が活き活
きと主体的に行動し、影響力を発
揮できる会社に変えていきます。
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　女性社員が自身のキャリア形成に対する意識を醸成す
るための研修として、職級に合わせた「女性リーダー研修」
「女性リーダーチャレンジ研修」を実施しています。
　研修対象者は、キャリアビジョンの実現に向け主体的に
行動することへの意識づけや、リーダーが必要とするス
キルの習得を目的として受講しています。また、キャリア
アップへの不安を軽減するために、先輩社員との意見交
換や社内のネットワークの構築を行います。

行動計画の実現に向けた具体的施策

　雪印メグミルクは、「人材の多様性の確保と能力を発揮するための環境づくり」に取り組んでいます。その中核となる女
性の活躍推進のための行動計画を策定し、実現に向けた具体的な行動を推進していきます。

行動計画（全文）は巻末「補足資料（P.63）」に掲載

［主な取組み内容］

　出産・育児と仕事を両立できるよう支援するために、様々
なプログラムを提供しています。女性だけでなく男性の

取組み1：仕事と育児の両立を支援

取組み2：計画的な人材の育成

育児休職者も利用可能です。上司や職場と連携しながら、
仕事と育児を両立できる環境づくりを構築しています。

•上司と休務者の面談
休務中や復職後の
不安を払拭

•会社情報を入手可能な環境を構築
•職場との連絡体制を構築
•自己啓発通信教育の受講が可能

•プログラム担当者
（人事部）による復職状況
確認

仕事と育児を
両立・充実できる
環境構築

休務前 休務中 復職前 復職後

育児休務者両立支援プログラム

•上司と休務者の面談
復職後の不安を払拭、
職場の体制を検討
•上司のe-ラーニング受講

（参考）2017年3月現在	2.6％

女性経営職比率目標

5 年後（2021 年3月31日時点）  5％

10 年後（2026 年3月31日時点）10％
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「 働くお母さん」として仕 事に育 児に大 奮 闘 ★ 雪 印メグミルクブランドと
私たち、お母さん パワー でさらに広がる可 能 性！

雪印メグミルク株式会社　野田工場　工務課／製造二課

奥 田  みどり（ 左 ）、猪 狩  美 咲（ 右 ）よりよい未 来 へ
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　社内イントラネットや社内報を通じた女性活躍推進や
ワーク・ライフ・バランスなどに関する情報発信を行い、
女性活躍推進に対する意識醸成、制度などの理解へつな
げています。

取組み3：女性活躍推進に対する意識の醸成

［社内イントラネット］
　イントラネットに専用サイトを設け、女性活躍推進に関
する取組みレポート、制度紹介などの情報発信を行って
います。

［社内報］
　年4回発行の社内報で、女
性活躍推進における代表的
な取組みを掲載しています。

多様な人材の就労環境の整備

［シニア社員制度の拡充］
　雪印メグミルクでは、60歳定年退職後に再雇用を希
望する社員については65歳までの再雇用を可能とする、
「シニア社員制度」を導入しています。
　シニア社員についても、成果を適切に評価し、モチベー
ション向上につなげるため、人事評価を行っています。
　2017年4月に、ライフスタイルの変化に合わせて短
縮勤務を希望するシニア社員にも活躍の機会を提供で
きるよう、「パートタイムシニア社員制度」を新設しまし
た。

	役員インタビュー
　役員と女性社員
が女性活躍推進に
関する対話を行い、
その内容を社内イ
ントラネットで定期
的に発信すること
で、意識醸成を図っ
ています。
　会社の持続的成長のため、社員一人ひとりが能力を発揮で
きる環境を作ることが女性活躍推進の真の目的であることや、
自分なりの活躍の姿を考えて主体的に行動して欲しいといった、
各役員からのメッセージを発信しています。

［障がい者雇用の促進］
　雪印メグミルクでの障がい者雇用率は1.8％（2017年
3月現在）で、法定雇用率の達成に向けて継続的に採用活
動に取り組んでいます。
　また、（株）YBSでは、各事業所において近隣の特別支
援学校と連携し、定期的な情報交換、両者のニーズのマッ
チングを行いながら、2012年度より知的障がい者イン
ターンの受入れを行っています。その成果として、2015
年度より採用を開始し、2016年には法定雇用率2.0％を
達成しました。環境整備や設備保全など、一人ひとりの特
性に応じた業務を任せるとともに、無理なく職域拡大でき
るよう、安全で働きやすい職場環境の整備とノウハウの蓄
積に取り組んでいます。

コンテンツ
・	取組みレポート（研修報告など）
・	私たちが考える“ジョカツ”	
（役員インタビュー、社員・イクメン紹介）
・	育児休務者両立支援プログラム
・	人事制度（結婚・出産・育児関連）

　雪印メグミルクグループでは、年齢、障がいの有無に関わらず、多様な人材の活躍の場を提供し、就労環境の整備と雇
用促進を図っています。
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労 働 生 産 性 の 向 上を通じて「 仕 事 」と「 生 活 」を両 立し 、
社員が 生き生きと働いている会 社であってほしい 。

雪印メグミルク株式会社　総合企画室

鑓 水  一 房よりよい未 来 へ
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　多様な人材が活躍するためには、限られた時間の中で効率的に業務を遂行できるよう働き方を変革し、育児や介護な
どで時間に制約のある従業員でも最大限能力を発揮できる風土へと変えていくことが不可欠です。雪印メグミルクでは、
2016年度から「タイムマネジメントの強化」と「業務効率化」を中心に、慣習にとらわれない工夫・改善により、職場環境
づくりと従業員一人ひとりの意識醸成を積極的に推進しています。

労働生産性の向上と業務改革

［タイムマネジメントの強化］
　長時間労働を前提とした働き方の変革に取り組んでい
ます。
（例）
・	パソコンのログオン／ログオフ時刻の記録を活用する
ことで、自らの労働実態を上司とともに把握し、職場に
おける業務効率化などの取組みやタイムマネジメント
に対する意識を向上

・	部署単位での時間外労働状況の分析と削減目標の設定

2015年度上期の月平均対比

1 年後（2016 年度）の時間外労働実績

実績 11.6％削減

4 年後（2019 年度）の時間外労働目標

目標 20％削減

　労務管理ルールの遵守状況を調査したところ、「部下との対
話を通じた業務上の改善事項の確認」など、すべての項目に
おいて「適切に実施」「ほぼ実施」の割合が9割を超えました。

［業務効率化］
　管理プロセスの簡素化や業務の効率化などを通して、
労働生産性の向上と時間外労働削減を図っています。
（例）
・	社内決裁などの権限規定の見直しや、報告資料の削減
などによる管理プロセスの簡素化

・	会議体の集約や廃止、運営方法見直し
・	全支店・営業所へのテレビ会議システムの設置と活用
促進

・	電子稟議システムの拡充による効率的な決裁手続き
・	部署内業務の定期的な棚卸しと分担の見直し
・	業務の個人集中を回避するためのマニュアル化や情報
共有、部署全体のスキルアップ

多様な働き方

　従業員の多様な働き方を支援するため、新制度の導入や改
正を積極的に進めています。

［ジョブリターン制度：利用条件緩和］
　2016年、家庭の事情などで退職した社員の再雇用を可能
とする「ジョブリターン制度」の条件を緩和する改正を行いま
した。これにより、退職の理由や回数、退職後の経過年数に
関わらず、正社員を含めた様々な雇用形態に再びチャレンジ
することを可能としました。

［地域限定社員制度：経営職への適用拡大］
　人材を確保し、多様な働き方を支えるため、従来より地域
限定社員制度を設けています。本人の申請を受け、一定の条
件を満たす場合には、転宅を伴わない範囲内での転勤に限定
する制度です。
　2016年に制度改正を行い、一般職のみでなく経営職でも
本制度を利用できるようになりました。これにより、育児や
介護などで転宅が難しい社員でも、経営職登用にチャレンジ
できるようになりました。
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人 材 開 発 の 業 務 経 験を活かして 、1 0 年 後は営 業 現 場で「 人 づくり」を
通じ 、最 強 の チー ムをつくりたいです 。

雪印メグミルク株式会社　人事部　人材開発センター

辻  真 樹よりよい未 来 へ
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基本方針

研修体系　階層別研修／通信教育・e-ラーニング

人材育成

　「雪印メグミルクグループの持続的成長を支える人材の
育成」「個人の能力開発を通じた社員一人ひとりの自己実現」
「人材の多様性の確保」のために、グループとして人材育
成に向けた各種施策を強化しています。具体的には、
OJTを基本とした個々人の計画的育成・キャリア支援に加
え、求められる行動・スキル・知識の視点から新たに体系
化された階層別研修や専門研修を展開します。これらに

酪農研修（新入社員）

自己啓発通信教育講座のウェブ案内画面

区分 役職
職級 階層別研修 新設研修 通信教育

e-ラーニング

経営職

所属長

課長 マネジメント強化研修

新任
経営職

新任経営職
研修（基礎）

新任経営職研修
（フォローアップ）

アカウンティング応用
タイムマネジメント

一般職

6級 6級昇級時研修

　
女性リーダー研修

5級 5級昇級時研修 プレマネジメント
※6級昇級要件

4級 4級昇級時研修 女性リーダー
チャレンジ研修
•基本研修
•フォローアップ研修

ロジカルライティング／	
スピーキング	※5級昇級要件

3級 3級昇級時研修

2級
新入社員
研修 酪農研修

工場実習
2年目
フォローアップ研修

アカウンティング基礎
※3級昇級要件

1級

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
研
修

職
制
研
修（
工
場
・ロ
ジ
）

台を設置し、作業の安全性を向上しました。

［現場での取組み事例］
　神戸工場では、女性でも
バルブの締め付けが強く
出来るようにレバーを長く
する、マンホールや頭上の
バルブを閉める作業を安
全に行うための改善、台の設置やリフター導入など重量物
を扱い易くするための工夫を行い、腕力の弱い女性でも
無理なく作業できる態勢を順次整えました。
　また、阿見工場では、手の不自由な方にも使いやすいよ

機器下部に入ってしまっ
た物を取り出す道具。ステ
ンレス製の棒から杖に変
更したことで、軽量化によ
り片手でも作業が楽にで
きるようになりました。

うにトラブル対応用の道具を軽量化したり、男性が主体的
に作業する領域を女性に体験してもら
い、意見を反映することで女性でも作
業できる環境に改善しました。
　いずれの工場でも、作業負担が軽減さ
れることで全員の働きやすさへの一助
となると同時に、職場のメンバーのため
に何ができるか、という一人ひとりの心
配りが、チームワークの強化、個々のモ
チベーションアップにつながっています。

より、グループ経営の次世代を担うリーダーとしての人
材を育成していきます。

重点取組み内容〜階層別研修
①	習得すべきスキルの体系化と研修プログラムの再編
②	中堅社員向け研修の充実
③	経営職向け研修の充実
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一 人ひとりが 責 任 感を強く持ち 、今よりももっと社員の 満 足 度 が 高い
会 社になってほしい 。

雪印メグミルク株式会社　北海道統括支店　北海道乳食品課

木 下  円 花よりよい未 来 へ

6 0

PAGE
6 4ホットライン通報件数

社内アイデア募集システムによる多様な価値観の活用　

従業員の人権確保

　雪印メグミルク社内で2015年7月にスタート
したアイデア募集システムには、商品を中心とし
た様々なアイデアが累計1,050点投稿されてい
ます。
　2016年度は、新商品発売に貢献した投稿者	
6名に対して表彰を行いました。すべての従業員
が商品開発への参加意識を持つよう働きかける
とともに、多様な価値観や発想を広く取り入れる
ことで、メーカーとしての成長基盤強化の一助と
しています。

内部通報制度「ホットライン」
　雪印メグミルクグループでは、グループ各社共用の社
内通報相談窓口「雪印メグホットライン」と社外通報相談
窓口「社外（弁護士）ホットライン」を併設しています。
　いずれも、法令違反、社内規定違反や社会から非難を
受ける恐れのある重大な行為が発生した場合だけでなく、
業務上のちょっとした疑問・相談・提案なども、制限を設
けず受け付けています。通報に対しては、プライバシー
保護に配慮し、調査および対応を行い、また、機会ある
ごとにホットラインの活用を呼びかけています。
　

6名の投稿者が表彰されました

アイデア投稿数

累計 1,050 点

ハラスメント防止のための啓発
　一人ひとりの人権を尊重し、相互理解のもとで日常業
務を進めるため、継続的にハラスメント防止に向けて取
り組んでいます。
　2016年度は、雪印メグミルクの階層別研修や新任経
営職研修などにおける啓発活動に加えて、グループ会社
で開催される研修への講師派遣を行ったほか、マタニテ
ィハラスメント関連の法改正情報をまとめた「CSR情報
かわら版」を雪印メグミルクグループ全社に配布するこ
とで、改めて意識づけを行いました。

アイデア募集システムの画面

アイデア募集システムが発売に貢献した
2016年度の新商品および改良品

2015年7月スタート時から2017年3月末日まで
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